
 

（様式３） 

令和４年度 しまねの公民館次世代参画支援事業 実績報告書 

 

市町村名 益田市 公民館等の名称 豊田公民館 

 

事業の 

目的 

新たな世代（若者・保護者世代・ミドル世代）に、公民館企画の活動に参加してもらうことで、

今後の公民館活動や地域づくりに参画していただくためのきっかけづくりとする。 

事業の内容 

○ターゲットとする世代‥‥若者・保護者世代・ミドル世代 

○地域の状況やターゲットとした理由 

 コロナ禍で、若者・保護者世代・ミドル世代の参画が激減してきている。60才以上のリタイ

ヤ世代に加えて、これらの世代へ切り込み、多様な参画者の人材発掘を図る。 

事業の内容（日時、場所、参加者数、具体的な活動）を具体的にご記載ください。 

 

①「川辺のカフェ」 

日  時：令和４年１０月８日土曜日 ９時～１１時 

場  所：豊田公民館横の堤防下の川辺 

参加者数：大人２８名、小学生４名、スタッフ３名 

活動内容： 地域の憩いの場所・癒しの場所である高津川で、多世代の交流・人材発掘の場と

して、「川辺のカフェ」を開催した。 

開催の周知方法は、地域住民全体へは、公民館報・回覧チラシ・Facebook・イン

スタグラムでおこない、保護者層をねらい、学校を通じて保護者へチラシ配布をし、

多世代へ向けて情報発信をした。 

当日は保護者世代・小学生、熟年世代の参加があった。当日、地域の方がカヤッ

クを出してくださった為、公民館からもカヤックを出し、小学生や参加者のカヤッ

ク体験を眺めながらコーヒーを楽しむことができた。 

会場を公民館横の川辺にしたことで、お手洗いや洗いものも近くででき、場所の

選定はよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「みずいろカフェ」 

日  時：令和５年３月８日水曜日  

場  所：みずいろ公園（横田町） 

参加者数：大人  名、小学生 名、スタッフ 名 

活動内容： 益田養護学校高等部の生徒さんが探求学習で「川辺を活用した賑わいづくり」の

課題追究に取り組んだ。 

その一つで「川辺でカフェを開いてたくさんの人に来てもらい、地域の交流の場

をつくりたい」と活動をしぼりこみ、人を呼ぶ工夫として①道案内の動画を作成す

る、②養護学校で作っているお菓子や食器を利用する、③近くの保育園への呼びか



 

けてきてもらう、などの案を立てて地域への協力依頼があった。 

地域の「まちづくりの会」「公民館」では、今年度ちょうど「みずいろ公園をもっ

と住民が集いやすい公園にしよう。」という取組をしていて、横田第一自治会と中

学生が主体となり「人が集まる広場づくり」を進めていた。 

そこで、「川辺」を「みずいろ公園」に置き換えて「賑わいづくり」の実践をした

らどうかと話し合い、「みずいろカフェ」として実践しようということになった。 

「賑わいづくり」で、①地域の方への肩もみ、②手のリラクゼーションも実践す

ることとなり、生徒と地域の方との交流の場となることを期待している。 

 

○期待する成果・効果 

・昨今のキャンプブームもあり、若者・保護者世代・ミドル世代で、潜在的に自然体験活動に

興味を持つ人は多いと思う。そこで、「川辺のカフェ」開催に向け、若者・保護者世代・ミドル

世代の多様な方々にアプローチし、積極的な企画者・実行委員を発掘したいと考える。 

・さらに、その方々の口コミで仲間を増やすことで、若者・保護者世代・ミドル世代のつなが

りづくりにつなげ、ひいては「地域の活性化」を図りたい。 

○成果や課題、次年度以降の見通しなど 

 

「川辺のカフェ」には普段公民館活動にあまり参加されない方も来られ、次回の開催を望ま

れる方もおられた。「川辺のカフェ」の実践から、川辺でのカフェに興味がある方がおられるこ

とが分かった。 

若者・保護者世代・ミドル世代に呼びかけ、開催日を土曜日としたが、シニア世代や高齢者

代の参加も多かった。今後、保護者世代を巻き込むために、児童生徒が興味を持つ企画も併せ

て開催すれば、保護者世代も参加しやすいのではないかと考える。 

今回は、「川辺のカフェ」と「みずいろカフェ」で、興味がある方にカフェへ来てもらうこと

はできたが、企画者・実行委員を発掘するところまでには至らなかった。今後、公民館事業と

して「カフェ」を開催していく中で、これらの人材を発掘していきたい。例えば、地域の方や

お店に声をかけて、お菓子やパンなどをカフェで販売することで、運営に係る人や参加者を増

やすことを試みたい。 

今後は、新型コロナウイルスのため中止していた行事・活動が徐々に再開していくだろうか

ら、それらの行事・活動とリンクし、手段としての「カフェ」を有効活用していきたい。 

 


